
新荘学区の常住人口	 世帯数　3,119
男 3,020　女 3,274　　合計 6,294

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 593	（ 9.4％）	 15	〜 64 才	 3,749	（59.6％）
	 65	才以上	 1,952	（31.0％）

第16回 風雨にめげず新荘地区心一つに

一年生紹介
７月 27 日㈰ 新荘小校庭にて開
催された夏まつりは、準備中の２時
過ぎ、突然の突風大雨に、唯々呆然、
４時過ぎには行事一部を割愛し
Ｇ０サイン、常磐地区が中止になっ
た関係で ､ 例年より大勢の 2,500
名の参加をいただき ､各行事楽しく
終了することができました。なお一
層の新荘地区の絆が生まれたのでは
ないでしょうか。

フィナーレの花火

新荘小学校管楽合奏部の演奏

来賓の皆様

新荘夏まつり
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SHINSO SUMMER FESTIVAL. 2014.7.27

水商サッカー部指導によるゴールキック

夏

開催前、強風大雨で飛ばされたテント及び川と化した会場

満員御礼、皆さんの力で開催できました

皆さん踊りましょう、はまゆう会

輝く、水商チア･ダンス部

大盛況、やっと買うことができました

城東YOSAKOI連、多世代演技迫力満点

流しそうめん、逃してなるものか 大熱演の水戸大神楽

新荘

ま
つ
り
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二
十
六
年
度

・
顧　

問
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…
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…
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奥
田　

俊
亮

・
会　

長

…
…
…
…
…
…
…
…

川
又　

一
郎

・
総
務
自
治
部
長
（
事
務
局
長
）・
広
報
部
長

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…

田
口　

允
彦

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
部
長

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
山　

晴
雄

・
生
活
環
境
部
長

…
…
…
…
…

檜
山　

敏
子

・
福
祉
厚
生
部
長

…
…
…
…
…

青
木　
　

實

・
防
災
委
員
会
委
員
長

…
…
…

森
本　

久
夫

・
監　

事
…
…
…
…
…
…
…
…

根
本　

憲
一

・
監　

事

…
…
…
…
…
…
…
…

湊　

弘
一
郎

合
同
総
会

五
月
十
七
日（
土
）
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新

荘
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部
の
合
同
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
来　

賓
）

水
戸
市
長

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

高
橋　
　

靖　
様

水
戸
市
議
会
議
員

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

袴
塚　

孝
雄　
様

社
会
福
祉
協
議
会

…
…
…
…
…
…
…
…
…

会
長　
岩
上　
　

堯　
様

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

……
…

会
長　
小
川　

喜
治　
様

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー

…
…
…
…
…
…
…
…

所
長　
高
林　

誠
也　
様

女性の会　支部長紹介

こ
の
度
の
定
期
総

会
に
お
い
て
会
長
と

い
う
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
が
、
浅

学
の
私
が
こ
の
重
責

に
堪
え
ら
れ
る
か
甚

だ
不
安
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
前
奥
田
会
長
が
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し

た
新
荘
会
の
伝
統
を
守
り
、
暮
ら
し
や
す
く
住
み

よ
い
新
荘
地
区
を
皆
様
と
と
も
に
作
り
育
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
き
に
新
荘
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
「
名

教
の
郷
・
心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
策
定
し
、
新
荘
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
七

項
目
を
定
め
、
具
体
的
な
活
動
計
画
を
示
し
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

新
荘
地
区
は
南
は
歴
史
館
、
北
は
保
和
苑
と
、

史
跡
と
緑
が
多
く
、
三
つ
の
高
等
学
校
等
文
教
施

設
・
商
業
施
設
・
住
宅
地
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

地
区
に
は
約
三
千
百
世
帯
、
六
千
四
百
人
が
居

住
し
、
69
町
内
会
で
組
織
さ
れ
、
地
区
に
マ
ッ
チ

し
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
新
荘
地
区
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
65
才

以
上
の
高
齢
化
率
は
30
％
強
と
、
水
戸
で
二
番
目

に
高
い
地
域
で
す
。

住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
相
手
を
思
い
や
り
、
助

け
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
新
荘
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
共
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
新
荘
夏
ま
つ
り

…
…

…

七
月
二
十
七
日

●
敬
老
会

…
…

…
…

…
…

…

九
月
十
五
日

●
市
民
運
動
会

…
…

…
…

…

十
月
十
二
日

●
歩
く
会

…
…

…
…

…
…

十
一
月
十
六
日

●
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

……
…

…
…

三
月
一
日

奥田議長あいさつ

新
荘
地
区
六
十
九
町
内
会
の
う
ち
、
六
十
六

町
内
会
長
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
二
十
五
年
度

の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
と
二
十
六
年
度
の
事

業
計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
の
あ
と
、
市
民
憲
章
唱
和
、
水
戸
市
歌

唱
和
、
奥
田
会
長
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

来
賓
と
し
て
高
橋
市
長
な
ど
よ
り
ご
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会　

会　

長　

川
又　

一
郎

ご

挨

拶

今年度の

主な行事

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会
の
新
役
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。
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光
圀
ゆ
か
り
の
社
寺
と

し
て
、
今
回
は
保
和
苑
東

に
位
置
す
る
壽じ

ゅ

昌し
ょ
う

山ざ
ん

祇ぎ

園お
ん

寺じ

を
紹
介
し
ま
す
。

祇
園
寺
は
、
中
国
明
か

ら
渡
来
し
た
東と

う

皐こ
う

心
越
禅

師
を
開
祖
と
し
、
第
二
代

藩
主
徳
川
光
圀
が
創
建
し

た
禅
林
（
禅
宗
の
寺
院
）
で

す
。
心
越
禅
師
は
、
三
十
九

歳
の
と
き
日
本
に
亡
命
、

一
説
で
は
讒ざ

ん

言げ
ん

に
あ
い
、

長
崎
で
幽
閉
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
光
圀
の
尽
力
に

よ
り
解
放
さ
れ
、
天
和
元

年
（
一
六
八
一
年
）
水
戸
天

徳
寺
の
住
職
に
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
心
越
は
、
四
十
五

歳
か
ら
亡
く
な
る
五
十
七

歳
ま
で
、
こ
こ
で
仏
教
の

ほ
か
、
詩
・
書
・
画
・
篆て

ん

刻こ
く
、

七
弦
琴
な
ど
の
中
国
文
化

を
伝
え
、
光
圀
も
俗
弟
子

と
な
っ
て
心
越
を
慕
い
最

新
の
中
国
文
化
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
お
寺
は
、
心
越
禅

師
没
二
十
年
後
に
天
徳
寺

を
河
和
田
村
に
移
し
て
、

禅
宗
壽
昌
派
総
本
山
祇
園

寺
に
改
め
、
末
寺
三
十
に
及

ぶ
大
寺
院
に
な
り
ま
し
た
。

祇
園
寺
は
、
二
十
一
代
住
職

ま
で
隆
盛
を
み
ま
す
が
、
安

政
五
年
（
一
八
五
八
年
）
不

幸
に
し
て
火
災
に
あ
い
、
殆

ど
焼
失
し
、
さ
ら
に
幕
末
に

は
祇
園
寺
の
主
な
檀
信
徒

で
あ
っ
た
水
戸
藩
の
佐
幕

派
、
諸
生
派
の
武
士
た
ち
が

殺
害
さ
れ
た
り
水
戸
を
去

る
な
ど
し
て
次
第
に
荒
廃

し
て
い
き
ま
し
た
が
、
そ
の

後
明
治
の
変
革
期
を
経
て

少
し
ず
つ
檀
信
徒
が
集
ま

り
再
建
の
歩
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。
現
在
の
本
堂
は
昭

和
四
十
五
年
に
建
立
、
山
門

は
平
成
十
一
年
の
再
建
で

鐘
楼
は
平
成
十
八
年
に
再

新
荘
散
策

光
圀
ゆ
か
り
の
祇
園
寺祇園寺山門

祇園寺境内

建
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
福
井
の
永
平
寺
、

横
浜
の
總そ

う

持じ

寺じ

を
本
山
と
す

る
日
本
曹
洞
宗
の
所
轄
に
入

り
、
心
越
禅
師
の
古
風
漂
う

禅
の
一
大
道
場
に
な
っ
て

お
り
、
本
殿
・
客
殿
に
は
心

越
禅
師
の
残
し
た
数
々
の
至

宝
や
再
建
に
よ
り
新
た
に
つ

く
っ
た
禅
庭
園
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
境
内
の
見
ど
こ
ろ

祇
園
寺
の
境
内
に
は
、
散

策
し
て
歴
史
を
感
じ
さ
せ
心

を
穏
や
か
に
し
て
く
れ
る

も
、
山
門
に
立
つ
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
木
々
が
四
季
折
々
の

姿
を
見
せ
ま
す
。
参
道
左
側

に
は
、
心
越
禅
師
の
霊
廟
と

光
圀
が
詠
ん
だ
漢
詩
碑
や
、

創
建
以
来
焼
失
せ
ず
に
唯
一

残
っ
て
い
る
穢え

積し
ゃ
く

金
剛
尊

天
堂
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
祇
園
寺
の
墓
地

に
は
幕
末
の
動
乱
の
な
か

で
亡
く
な
っ
た
諸
生
派
の

お
墓
や
慰
霊
碑
の
ほ
か
、

明
治
の
詩
人
村
山
暮
鳥
や

洋
画
家
中
村
彝つ
ね

の
よ
う
な

著
名
な
文
化
人
の
お
墓
や

石
碑
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

那珂川水系
クリーン作戦
　河川愛護運動の一環として毎年実
施されている那珂川クリーン作戦が７
月13日に実施され，新荘地区より市
民センター長、女性の会二支部、松本
東町内会より11名が参加しました。

花壇

　７月８日㈫ 審査対象
６カ所の花壇を５人で審
査し、内容を市に進達し
た結果、吉田石油水戸Ｓ
Ｓが職域の部で優秀賞
を獲得しました。

・砂久保花の会
・緑町会
・向井町三区
・馬口労町１丁目
・㈱吉田石油水戸ＳＳ
・新荘小学校

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー

新
任
あ
い
さ
つ

四
月
一
日
付
で
双
葉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
よ

り
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四
月
一
日
付
で
山
根
市
民
セ
ン
タ
ー
よ
り

異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の
お

力
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご

指
導
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
パ
ト
（
略
称
）
の
紹
介

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は
青
色
の
回
転
灯
を

車
の
天
井
に
設
置
し
て
、
自
警
団
員
三
、四
人

で
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
が
、
こ
の
度
、

栄
町
自
警
団
に
新
た
に
二
名
が
加
わ
り
，
昨

年
十
一
月
か
ら
毎
週
一
、二
回
の
新
荘
地
区
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

松枝誠一・大戸富雄
田口允彦・川又健志

編

集

部

委

員

田
口
允
彦
・
中
野
昌
子

塩
井
雅
子
・
川
又
健
志 萩原 貞子鈴木 亜衣

審査対象花壇

審査
コンクー

ル
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